
主な取組内容 ＜震災復興の取組＞

● 吉間田滝根線 広瀬工区(小野町)の整備

・ 避難地域の復興・再生を支える「ふくしま復興再生道路」の整備

整備前 整備後

● 磐城浅川停車場線(浅川町)の整備
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令和７年度内
全線開通予定

４

通勤時間が半分になり、働い
ている私たちの負担が大幅に
軽減された。
（地域住民）

JR磐越東線

至 郡山

至 双葉

現道の幅員狭小・交通混雑の状況 幅員狭小区間の解消、交通混雑の緩和

現道の幅員狭小・線形不良の状況 幅員狭小・線形不良区間の解消

こまち大橋

至 平田IC

八反田トンネル

現道の幅員狭小・線形不良の状況 幅員狭小・線形不良区間の解消

至 下郷

鳳坂トンネル

一本木橋

現道の幅員狭小状況

● 国道２８８号 船引バイパス(田村市)の整備

・ 避難地域の復興・再生を支える「ふくしま復興再生道路」の整備

整備前

１

主な取組内容 ＜地域の振興に資する道路の整備＞

至 石川

至 棚倉

幅員狭小区間の解消

磐城浅川駅

国道１１８号から坂
を上って浅川駅に向
かうと駅舎のバック
に那須連峰が美しく
そびえたちます。
（地域住民）

３

● 国道１１８号 鳳坂工区(天栄村)の整備

整備前 整備後

整備前 整備後

整備中

県中地域
福島県県中建設事務所

福島県土木・建築総合計画（地域別計画）の取組



主な取組内容 ＜水災害対策に資する河川の整備＞

● 右支夏井川（小野町）の整備

・右支夏井川では、現在、甚大な被害を受けた昭和６１年
８月台風１０号と同規模の降雨となった場合も、洪水に
よる浸水被害を解消できるよう、護岸等の整備を進めて
います。
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昭和61年8月台風 改修後

降雨量（小野新町)と浸水戸数（㎜） （戸）

河川改修後、昭和
61年8月と同規模の
降雨となった場合
も、家屋の浸水被害
は発生しない。
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改修前の出水時の状況

右支夏井川

右支夏井川の堤防整備状況

逢瀬川の堤防整備状況

谷田川

谷田川の河道掘削状況

大窪橋

逢瀬川

谷田川の土砂の堆積状況

平常時の状況

右支夏井川

右支夏井川

逢瀬川

令和元年東日本台風時の出水状況
咲田橋

逢瀬橋

谷田川

これまで、草木が生え
て鬱蒼としていたが、
川の姿が見えて、より
親しみが持てるように
なった。（地域住民）

商業施設におけるPR活動

河川の整備が進むにつ
れて、川が溢れる心配
が減りました。
（地域住民）

少しずつ河幅が広がり、
以前より安心できるよう
になりました。
（地域住民）

水害のことはどこか他人事の
ように思っていましたが、
VRを観て水害対策の大切さ
を実感しました。
（地域住民）

● 逢瀬川（郡山市）の整備

● 谷田川（郡山市）の整備

整備前 整備中

整備前 整備中

整備前 整備中

● 逢瀬川流域・谷田川流域水害対策協議会の取組



主な取組内容 ＜地域づくり、安全安心に関する取組＞

主な取組内容 ＜ダムの再開発＞

● 千五沢ダム（石川町）の再開発

千五沢ダム再開発（R6年完成）

町の「桜」、「温泉」などに続く、新たな観光資源の
ひとつとして、地域振興にも繋がるものと期待してます。
（地域住民）

8

9 10猪苗代湖サイクリングルート
（イナイチ）の利用状況

※猪苗代湖一周サイクリング＝イナイチ

滑走路端安全区域拡張箇所

約60kmの一周にチャレンジしたり、湖岸を軽く
サイクリングしたり、観光なども楽しめます。

航空機が離着陸時にオーバーランなどした際、
大事故を防ぐために滑走路端安全区域を拡張します。

● 猪苗代サイクリングルート（イナイチ）の活用 ● 福島空港の滑走路端安全区域の拡張整備

・ 昭和50年にかんがい専用ダム
として整備。

・ 洪水調節機能がないため、
度々洪水被害が発生。

・ 千五沢ダム再開発事業に
より、既存の洪水吐を改築し、
ダムに洪水調節機能を付加。

・約1,170戸（想定）の
被害が軽減し、
沿川住民の安全・安心
が確保されます。
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洪水被害の軽減効果
（昭和41年9月洪水による試算結果）

完成：洪水調節機能有り現況：洪水調節機能無し

洪水吐改築

既設洪水吐


